
参 加 費
定 　 員
託 　 児

： 無 料 手話通訳あり
： 200名
： 事前予約制（無料）

鈴木 英敬

裏面に参加申し込み書がございます▶

13：00 － 13：15 挨拶と趣旨説明

16：00 － 16：30 懇親・情報交換会

14：40 － 16：00 パネルディスカッション
人生100年社会における企業の取組
（働き方改革、結婚・子育て支援など）

13：15 － 13：45 オランダレポート ～18時に帰る社会に向けて～
公益財団法人1more Baby応援団
専務理事 秋山 開

13：45 － 14：30 自治体・企業の取組事例
株式会社第三銀行 / 井村屋グループ株式会社
三重県

登 壇 者 ※企業の登壇者は裏面にてご紹介

プ ロ グ ラ ム

安藏 伸治 氏
明治大学政治経済学部 教授 

明治大学付属明治高等学校・明治中学校 校長
日本人口学会 前会長

公益財団法人1more Baby 応援団 理事

宋 美玄 氏
丸の内の森レディースクリニック 院長

産婦人科専門医 医学博士
公益財団法人1more Baby 応援団 評議員

三重県知事

アスト津 4Fアストホール
三重県津市羽所町700番地

平成30年2月21日（水）日 時

会 場

13：00～16：30（開場12：30）

主催 ： 三重県・公益財団法人1more Baby応援団・みえ次世代育成応援ネットワーク　後援 ： 三重労働局

今や企業の最重要課題とも言える働き方改革、その成功の鍵はどこにあるので
しょうか。 “世界一子どもが幸せな国”オランダにそのヒントが隠されているか
もしれません。「母親は家庭に入る」ことが “当たり前”だった時代を経て、経済
低迷を契機に、テレワークやワークシェアリング、同一労働同一条件の導入な
ど、大胆な働き方改革を実行。結果、女性の就業率は飛躍的に向上し、一時は
1.46に落ち込んだ出生率が1.7まで回復しました。今回のシンポジウムでは、オ
ランダの取組をご紹介するほか、県内で働き方改革や次世代育成応援を進め
る企業による取組発表等を通じて、参加者に自身や職場の働き方を変える
きっかけにしていただき、結婚、妊娠・出産、子育てなどの希望がかなう三重県
の実現につなげていきます。

“働き方改革成功”のヒントを知る貴重なチャンス！

三重県・公益財団法人1more Baby応援団・みえ次世代育成応援ネットワーク 共同シンポジウム

井口 篤 氏 / 株式会社第三銀行 常務取締役
中島 伸子 氏 / 井村屋グループ株式会社 副社長
安藏 伸治 氏 / 明治大学政治経済学部 教授
宋 美玄 氏 / 丸の内の森レディースクリニック 院長
鈴木 英敬 / 三重県知事

先着順。申込締切日までに定員に達した場合は、お断りする場合があります。



申込先・問い合せ先

【会場案内】

【申込締切日】

平成30年2月15日（木）

株式会社第三銀行

公益財団法人
1more Baby応援団

井村屋グループ株式会社

アスト津

下記の必要事項をご記入のうえ、FAXまたはメールにてお申込みください。

取組事例発表を行う企業のご紹介

参加申込書
国・自治体・企業・団体名

電話番号

メールアドレス

みえ次世代育成応援ネットワーク会員である

（個人の場合は記載不要）

お名前
（参加される方全員分のお名前をご記入ください）

託児の利用

は　い

お子様の人数　　　人　（年齢：　  歳 ・  　歳）

いいえ・

（利用される場合はご記入ください）

FAXの場合はこの用紙をそのまま送信してください E-mailの場合は下記の必要事項をご記入のうえ、お申込みください

※ご記入いただいた個人情報は当該シンポジウム事業の目的以外には使用いたしません。

【FAX】 059-228-1501 （24時間受付） 【E-mail】 cs-south@coffee.ocn.ne.jp
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三重県津市羽所町700番地

公共交通機関で
お越しの方

車でお越しの方

津駅東口から徒歩1分

伊勢自動車道
津I.C.から約10分
会場付近に駐車場あり（有料）

芸濃
I・C

津
I・C

働きやすい職場環境の更なる充実のため、ポジティブア
クション推進プロジェクトチーム「Lady Go!」を発足した
ことをきっかけに、短時間勤務制度の対象となる子ども
の年齢の引き上げなど制度改正を実施。県内の施設や
小中学校等で、キッズ講座を開催するなど、地域の子どもの育成にも取り
組んでいる。平成28年度「子供と家族・若者応援団表彰　子育て・家族支
援部門　内閣総理大臣表彰」。

理想の数だけ子どもを産み育てられる社会を実現するため、結婚・妊娠・出産・子育て支援に関する調査・情報
提供及びその実現に必要な事業を行っている公益法人。
昨年、オランダの働き方改革や子育て環境に関する現地調査を行い、書籍『１８時に帰る～「世界一子どもが幸
せな国」オランダの家族から学ぶ幸せになる働き方～』を出版。企業や自治体向けにセミナー等を開催。

社内託児所の開設、育児休業などの両立支援制度の充実、
チャイルドコンタクトルーム開設など働きやすい職場環境を
整備し、仕事と育児の両立を積極的に支援。平成27年には
人事制度改革を実施し、性別等に関わらず、誰もが成長し、
実力を発揮できる職場環境づくりを進めている。平成25年度「子供と家族・若者
応援団表彰　子育て・家族支援部門　内閣府特命担当大臣表彰」（内閣府）、「女
性が輝く先進企業2015　内閣府特命担当大臣(男女共同参画)表彰」など。

常務取締役
井口 篤 氏

副社長
中島 伸子 氏

三重県・公益財団法人1more Baby応援団・みえ次世代育成応援ネットワーク 共同シンポジウム

株式会社コミュニケーションサービス
〒514-0004津市栄町2丁目420番地
【TEL】 059-228-1500　【FAX】 059-228-1501
【E-mail】 cs-south@coffee.ocn.ne.jp

（受託業者）


